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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
上面に上張りを設けたクッション性の中敷本体と、その中底本体の不踏部から踵部に至る
下面に硬質プレートを有した靴の中敷であって、該中敷本体の上面を不踏部から踵部にか
けて周縁部を足裏に沿って高く肉厚に形成して内側アーチサポートと外側アーチサポート
と踵サポートとを設けると共に踵部上面に球面状の窪みを形成し、また該硬質プレートに
おいてはその踵中央部に切欠き部が形成されると共に踵外周壁に沿って踵補強壁を、内側
アーチ側と外側アーチ側とには対向して内側補強壁、外側補強壁を形成すると共にその前
縁を第１ボールジョイント部と踵部中心とを結ぶ軸線に対して第１中足骨の底部からほぼ
直交し第５中足骨に至る幅とした形状にし、かつ前記硬質プレートは、外側アーチ側の外
側補強壁を立方骨の位置に、また内側アーチ側の内側補強壁を第１楔状骨の位置に対応し
て形成し、しかも前記中敷本体は、その踏み付け部に第１指ボールジョイント部と踵部中
心とを結ぶ軸線に対して直交する屈曲溝を設けたことを特徴とする靴の中敷。
【請求項２】
前記中敷本体の第１指ボールジョイント部の裏面側に窪みを形成したことを特徴とする請
求項１項記載の靴の中敷。
【請求項３】
前記クッション性の中敷本体の硬度をアスカーＣ硬度３０～４０度とし、硬質プレートの
硬度をアスカーＣ硬度８５～９５度としたことを特徴とする請求項１乃至２の何れか１項
記載の靴の中敷。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は靴の中敷に関し、詳しくは歩行走行時に足にかかる衝撃を効果的に吸収すると共
に足に対するサポート性とフィット感を維持させ、正常歩行を促すようにした靴の中敷に
関する。
【背景技術】
【０００２】
通常、人の歩行走行においては、足の長手方向に沿った内外の２つの縦アーチ、即ち踵骨
から第１中足骨頭部へかけての内側アーチと踵骨から第５中足骨頭部にかけての外側アー
チと、足の短手方向への２つの横アーチ、即ち第１楔状骨から立方骨の先端にかけて第１
の横アーチと、第１中足骨の頭部から第５中足骨の頭部にかけてのボール部で構成される
第２の横アーチとで体重負荷のよる着地衝撃圧を吸収しながら歩行走行するものである。
【０００３】
そして、歩行走行において体重負荷は、まず踵部外側から内側にかけて回内しながら踵部
裏面に負荷され、次に踵部裏面から足の長手方向における外不踏部裏面に沿って徐々に前
方に向けて回外しながら移動され、第５指のボール部裏面、即ち第５中足骨と第５基節骨
との関節部裏面へとローリングしながら地面を踏みつけて移動され、次に第１基節骨と第
１末節骨裏面で地面を反らせてピッチングさせながら第１基節骨裏面で地面を把持して第
１～５指、特に１，２，３指で蹴って前進を繰り返しながら歩行走行、所謂「あおり（正
常）歩行走行」するものといわれている。
【０００４】
一方、足底アーチの発達については、３歳ごろには骨格自体のアーチ構造は存在しており
、成長に伴い８、９歳ごろには成人の足と同様に足アーチが外見上確認できるようになる
。また骨の成長は新生児の足をＸ線でみると趾骨、中足骨の骨幹部、距骨と踵骨の核がみ
え、残る大部分の骨は軟骨の状態であり、これらが互いに腱や靭帯で緩く連結されている
状態である。その後、距骨と踵骨の２つだけが骨化し、その後立方骨、３つの楔状骨そし
て最後に舟状骨(４－５歳)が骨化するといわれている。歩行開始後から５、６歳にかけて
はしっかりとした足の発達、成長していく時期であり、活動性を高めるには靴の中敷が重
要である。
【０００５】
ところが、従来の靴中敷は、通常子供用の中敷として、装着や洗濯し易いように比較的厚
みの薄い中敷が一般使用されており、足に対するサポート性やフィット性が備えられてい
ない。そこで、それらを改良する中敷として、あおり歩行、歩行走行安定性、衝撃吸収性
、フィット性を向上させるために、踵部から不踏部にかけて立設した半中敷状のスタビラ
イザーを中敷本体に装着したものが提案されている。
【０００６】
例えば、その中敷本体の踵部から不踏部下面にかけて半敷状のスタビライザーを装着した
中敷では、そのスタビライザーの踵中央部に打ち抜き部が、内アーチ部側の外側壁に複数
のテーパー状の打ち抜きが、外アーチ部に三ヶ月乃至半月状の打ち抜き部が形成され、こ
れらの打ち抜き部にクッション性の中敷本体が露出充填され、しかも足の第１指から第２
指のボールジョイント部に対応する中敷本体の踏み付け部に凹みが設けられているものが
開示されている。（特許文献１）
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００１－２６９２０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
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しかしながら、従来技術の前記中敷を装着した靴を履いて歩行した場合、歩行走行におい
て体重負荷は、まず踵部において外側が着地した際、中敷本体の踵がスタビライザーの外
側壁並びに底部外周辺で拘束され踵部は回内し踵部中央へ移動され、その後体重負荷は踵
部裏面から足の長手方向における外不踏部裏面に沿って徐々に前方に向けて回外しながら
移動され、第５指のボール部裏面、即ち第５中足骨と第５基節骨との関節部裏面へとロー
リングしながら地面を踏みつけて移動され、次に第１基節骨と第１末節骨裏面で地面を反
らせてピッチングとなるが、スタビライザーの前縁が足底縦軸に対し外向きに傾斜し内側
不踏部からそれより斜め後方の外側不踏部に至る形状であるので、その前縁を軸に踏み付
け部が屈曲して爪先より外向きに蹴り出されるため過度に回外しがちになる。このため骨
が完成されていない成長期の子供においては体重移動が第1指ボールポイントへ誘導しず
らくなるため、「あおり歩行走行」が行われにくいことが判明した。
【０００９】
また、前記スタビライザーは、その内側アーチ部の外側壁には複数のテーパー状の打ち抜
き部が形成されているが、他の骨より外側に突出した舟状骨の位置では皮下組織が薄いた
めそこに打ち抜き部が当接されると違和感を受け易く、また外側アーチ部には半月状の打
ち抜き部が形成されているが当該内側アーチ部の外側壁の打ち抜き部に対応していないた
め、足の発達時の子供靴においては足に対してのフィット感やサポート性について不十分
であった。
【００１０】
そして、中敷本体においては、その上面が踵部から爪先に至って漸次低く形成された形状
からなるため、歩行中に足がずれ前方へ移動したりして、しっかりとした歩行走行動作が
行われにくかった。
【００１１】
そこで、本発明の靴の中敷は、このような従来事情を鑑みたもので、その目的は踵部での
着地安定性や衝撃吸収性を向上させると共に、足の骨格に適して足に対するサポート性と
フィット感を維持させ、蹴り出す段階においてより体重移動をコントロールすることによ
りあおり（正常）歩行を促すようにした靴中敷を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
本発明の靴の中敷は、上面に上張りを設けたクッション性の中敷本体と、その中底本体の
不踏部から踵部に至る下面に硬質プレートを有した靴の中敷であって、該中敷本体の上面
を不踏部から踵部にかけて周縁部を足裏に沿って高く肉厚に形成して内側アーチサポート
と外側アーチサポートと踵サポートとを設けると共に踵部上面に球面状の窪みを形成し、
また該硬質プレートにおいてはその踵中央部に切欠き部が形成されると共に踵外周壁に沿
って踵補強壁を、内側アーチ側と外側アーチ側とには対向して内側補強壁、外側補強壁を
形成すると共にその前縁を第１指ボールジョイント部と踵部中心とを結ぶ軸線に対して第
１中足骨の底部からほぼ直交し第５中足骨に至る幅とした形状にした。
【００１３】
これにより、この発明の靴中敷を靴に装着して歩行、走行した場合、まず踵部において外
側が着地した際、中敷本体が硬質プレートの踵補強部で拘束されているので体重負荷は踵
部中央に移動される。このとき、踵部中央部、即ち踵骨の直下に最大体重負荷が負荷され
るが、これは硬質プレートの切欠き部にあるクッション性発泡体で緩和されるとともに踵
部の踵補強部により足の過剰な回内が阻止される。したがって、踵の着地安定性が保持さ
れる。更に、体重負荷は踏まず部へ移行さられるが中敷本体の外側アーチ側及び内側アー
チ側に立設した内側アーチサポート部、外側アーチサポート部並びに硬質プレートの内側
補強壁、外側補強壁により足のアーチ部が支持される。
【００１４】
そして、第５指のボールジョイント部裏面に達した体重負荷は踏み付け部において硬質プ
レートの前縁を軸として屈曲し爪先より内向きの蹴り動作が行われ回内機能が作用し、よ
り確実に第１指のボールジョイントへとローリングしながら誘導されて地面をしっかり踏
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付け、その後第１指でのピッチングが促進され、第１指～３指での蹴りが円滑に行え、あ
おり（正常）歩行が促進される。そして、それと同時に本発明の中敷はその中敷本体の踵
部に設けた球面状の窪みにより、歩行走行の際足が爪先方向にずれることも防止される。
【００１５】
さらに、硬質プレートは、外側アーチサポート部を立方骨の位置に外側補強壁を、また内
側アーチサポート部を第１楔状骨の位置に内側補強壁を対応して形成するすることで、皮
下皮質の比較的厚い箇所で足の内外両側が拘束されるので足に不快感を与えることなく足
の骨格を維持しフィット性を向上させることができる。
【００１６】
また、前記靴の中敷の踏み付け部に、第１指ボールジョイント部と踵部中心とを結ぶ軸線
Ｌに対してほぼ直交する屈曲溝を設け、これにより歩行走行においてスムーズな蹴り動作
が得られる。
【００１７】
そして、前記中敷本体の第１指ボールジョイント部の裏面側に窪みを形成したので、足裏
に違和感を与えることなく体重負荷が第１指部に誘導され正常歩行を行うことができる。
【００１８】
さらに、上記靴の中敷は中敷本体の硬度をアスカーＣ硬度３０～４０度とし、硬質プレー
トの硬度をアスカーＣ硬度８５～９５度としたことで、クッション性が得られと共に硬質
プレートにより捩れが防止される。
【発明の効果】
【００１９】
本発明の靴の中敷は、該中敷本体の踵部上面には足裏に沿った球面状の窪みを形成すると
共に踵から不踏部にかけて内側アーチと外側アーチとを支持するサポート部を設け、また
該硬質プレートには踵中央部に切欠き部が形成されると共に踵外周辺に踵補強壁を、また
内側アーチ側と外側アーチ側とには内側補強壁、外側補強壁を立設すると共に、その前端
の縁を第１楔状骨に隣接する第１中足骨の底部から第１ボールジョイント部と踵部中央と
を結ぶ軸線に対してほぼ直交し第５中足骨に至る形状にしたので、踵着地での衝撃緩和及
び安定性、足接地段階でのアーチ形状のサポート及び捩れの抑制、また蹴り出しの段階で
は硬質プレートの前縁に沿った状況で踵が地面より離れ爪先を内側向きに踏み付け部が屈
曲して回内機能を作用させ、その後ローリングを最後まで支持してサポート性を向上させ
ることができ、安定した歩行がなされる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の靴の中敷を底面からみた底面図である。
【図２】本発明の靴の中敷を内側からみた側面図である。
【図３】本発明の靴の中敷を外側からみた側面図である。
【図４】図１におけるＡーＡ断面図である。
【図５】図１におけるＢーＢ断面図である。
【図６】図１におけるＣ－Ｃ断面図である。
【図７】図１におけるＤ－Ｄ断面図である。
【図８】本発明の靴の中敷と足の骨格との関係を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
以下、本発明の靴の中敷の実施形態について説明する。図１は本実施形態に係る中敷の底
面を示した底面図、図２は図１の左側面図であり、図３は図１の右側面図、図４は図１の
Ａ－Ａ断面を示した図である。また図５は図１のＢ－Ｂ断面図であり、図６は図１におけ
るＣ－Ｃ断面図であり、図７は図１におけるＤ－Ｄ断面図である。そして、図８は本発明
の靴の中敷と足の骨格との関係を示す図である。
【００２２】
図１、図 ２及び図３に示すように、本発明の靴の中敷１は踏み付け部、不踏部、踵部が
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一体となった形状でクッション性を有し、上面に上張りした中敷本体２と、その中敷本体
の下面に半敷状の硬質プレート３とをその表面が露出した状態に埋め込みした構造からな
る。
【００２３】
前記中敷本体２は、足裏形状に沿って不踏部と踵部の外周を盛り上げて内側アーチサポー
ト部２５、外側アーチサポート部２６、踵サポート部２７を形成し、また踵上面には球面
状の窪み２２が形成される。また中敷本体２はその素材として発泡ＥＶＡ、発泡ウレタン
などを使用し、中敷本体の硬さをアスカーＣ硬度３０から４０度にしてクッション性を持
たせた。また、中敷本体２は、その中敷本体２の上面の上張り２１には、綿布、合成繊維
、合成皮革などが使用される。
【００２４】
靴の中敷は、図８に示すようにその踏み付け部に第１指ボールジョイント部ａと踵部中央
ｂとを結ぶ軸線Ｌに対してほぼ直交する屈曲溝２３…を設けることにより、前記屈曲溝２
３…に沿って屈曲し易くなり蹴る動作がスムーズに行われる。
【００２５】
中敷本体の第１指のボールジョイント部ａの裏面側に窪み２４を形成したことで、より体
重移動が第１指に誘導される。
【００２６】
前記硬質プレート３は、中敷本体２の不踏部及び踵部にかけて一体に形成され、踵外周壁
に沿って踵補強壁３３を、また内側不踏部の第１楔状骨ｅに対応する位置と外側不踏部の
立方骨ｈに対応する位置に前記中敷本体２の外壁に沿って内側補強壁３１、外側補強壁３
２を形成すると共に、踵部中央に円形、楕円形などの切欠き部３４を形成し、さらにはそ
の前縁３５の形状を第１中足骨ｃの底部ｃ１から第１中足骨の第１指ボールジョイント部
ａと踵部中央ｂとを結ぶ軸線Ｌに対しほぼ直交させ斜め前方へ傾斜させて第５中足骨ｇに
至る幅の形状とした。
【００２７】
また、硬質プレート３はその素材をＥＶＡ、塩化ビニル、ポリアミドなどの合成樹脂材料
とし、その硬さをアスカーＣ硬度８５～９５度にして歩行走行時の捩れを抑制する。必要
によっては、硬質プレート３は、必要によりその中央部３６を厚くしよりシャンク効果を
もたらせることができる。
【実施例】
【００２８】
本発明の靴の中敷１は、靴サイズを子供用の１６ｃｍとし、中敷本体の不踏部から踵部へ
の外周部を足裏形状に沿って盛り上げ内側アーチサポート部２５、外側アーチサポート部
２６、踵サポート部２７を形成すると共に踵部中央に球面状の窪み２２を形成した。また
靴の中敷１はその本体厚みを４ｍｍとし、またその素材を発泡ＥＶＡとしアスカーＣ硬度
３５度とした。また踏み付け部にはボール部に深さ０．５ｍｍの略卵形形状の窪み２４と
該第１指ボールジョイント部ａと踵部中央ｂとを結ぶ軸線Ｌにほぼ直交させ、その深さを
１ｍｍとした屈曲溝２３…を３本形成した。
【００２９】
また、前記硬質プレート３は、その厚みを１．５ｍｍとし、またその素材を硬質ＥＶＡと
しアスカーＣ硬度８５度とした。また、該硬質プレート３は、踵部中央に径２４ｍｍの円
形の切欠き部３４を形成した。また該硬質プレート３は、中敷本体２の外周壁に沿って踵
補強壁33を、第１楔状骨ｅに対応した位置に立設した内側補強壁３１、立方骨ｈに対応し
た位置に立設した外側補強壁３２とを設けた。そして、硬質プレート３は、その前縁３５
を第１中足骨ｃの底部ｃ1から第１指ボールジョイント部ａと踵部中心ｂとを結ぶ軸線Ｌ
に対してほぼ直交し第５中足骨ｇに至る幅の形状とした。さらに、硬質プレート３はその
中央部３６の厚みを本体より０．５ｍｍ増して補強してより捩れを防止した。本発明の靴
の中敷は夫々内側補強壁３１、外側補強壁３２が足の皮下組織の厚い箇所に配置されいる
ので足に違和感が生じない。
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【００３０】
前記外側アーチ側の外側アーチサポート部２６及び内側アーチ側の内側アーチサポート部
２５には夫々アーチサポート部の最大外壁厚みの１／２以上の高さを有する内側補強壁３
１、外側補強壁３２を形成した。これにより、本発明の靴の中敷は足の骨格に適した足の
両側において確実に足を拘束し支持されると共に足にフィット感が得られ、足に違和感な
く安定した歩行がなされる。
【００３１】
さらに、本発明の靴の中敷１は、その第１指と第２指との中間に爪先溝２８を形成してお
くことで、第１指を抵抗なく自由に動かせ把持することができ蹴り出し効果を高めてもよ
い。そして、以上の構成した靴の中敷は踵着地での衝撃緩和及び安定性、足着地段階では
アーチサポート性、蹴り出し段階では爪先を内側に回内機能が作用して過度な回外を自然
と防止されると共にあおり歩行走行でき、所望した効果が得られた。尚、本実施例では子
供靴を挙げたが幼児靴、婦人靴、紳士靴などのあらゆる靴の中敷に応用できるものである
。
【符号の説明】
【００３２】
１　中敷
２　中敷本体
２１　上張り
２２　球面形状の窪み
２３　屈曲溝
２４　第１指ボール部の窪み
２５　内側アーチサポート部
２６　外側アーチサポート部
２７　踵サポート部
２８　爪先溝
３　硬質プレート
３１　内側補強壁
３２　外側補強壁
３３　踵補強壁
３４　切欠き部
３５　前縁
３６　中央部
ａ　第１指ボールジョイント部
ｂ　踵部中央
ｃ　第１中足骨
ｃ１　第１中足骨の底部
ｄ　第１基節骨
ｅ　第１楔状骨
ｆ　舟状骨
ｇ　第５中足骨
ｈ　立方骨
ｉ　踵骨
Ｌ　第１指ボールジョイント部と踵部中心とを結ぶ軸線
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